
平
成
28
年
11
月
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、

「
単
独
で
は
維
持
困
難
な
線
区
」
と
し
て

10
路
線
13
線
区
を
発
表
し
、
宗
谷
本
線

の
名
寄
〜
稚
内
間
が
該
当
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
、
宗
谷
本
線
活
性
化
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
宗
谷
本
線
沿
線
の

自
治
体
へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
30
年
１
月
宗
谷
本
線

活
性
化
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
か
ら
各
地
域
へ
「
利
用
が
少
な
い
無

人
駅
（
３
人
以
下
／
日
）
の
廃
止
」
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
た
い
旨
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
提
案
を
受
け
、
剣
淵
町
で
該
当
と

な
る
東
六
線
駅
、
北
剣
淵
駅
の
存
続
・
廃

止
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

東
六
線
駅
は
、
地
元
住
民
の
設
置
運
動

に
よ
っ
て
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）
か

ら
仮
乗
降
場
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和

34
年
に
無
人
駅
と
し
て
開
駅
し
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
中
に
は
、
和
寒
町
大
成
、

北
原
地
域
の
方
も
一
丸
と
な
り
設
置
運

動
を
取
組
ん
だ
結
果
、
東
六
線
駅
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
剣
淵
駅
も
同
じ
く
、
地
元
住

民
に
よ
る
設
置
運
動
か
ら
昭
和
34

年

（
１
９
５
９
年
）
11
月
に
仮
乗
降
所
と

し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
62
年
（
１
９
８
７

年
）
に
駅
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
北
剣
淵
駅
の
設
置
工
事
に
つ
い

て
は
、
駅
の
工
事
を
地
域
住
民
に
よ
る
出

役
や
寄
付
を
募
り
完
成
し
、
当
時
の
集
落

住
民
の
市
街
地
へ
の
移
動
を
支
え
て
い

ま
し
た
。

ＪＲ北海道宗谷本線無人駅

東六線駅・北剣淵駅の廃止の同意

単
独
で
は
維
持
困
難
な
線
区
と
し
て

宗
谷
本
線
の
維
持
・
存
続
に
向
け
検
討

東
六
線
駅
と
北
剣
淵
駅
の
歴
史

▲東六線駅（東町）

▲北剣淵駅（藤本町）



現
在
で
は
、
東
六
線
駅
、
北
剣
淵
駅
の

利
用
者
が
ご
く
わ
ず
か
と
な
り
上
下
線

３
本
の
列
車
が
停
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
動

車
が
移
動
手
段
と
し
て
主
流
と
な
る
に

つ
れ
利
用
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

し
か
し
、
一
部
の
鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
秘

境
駅
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
鉄
道
車

両
の
写
真
撮
影
を
楽
し
む
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
利
用
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
六
線
駅
、
北
剣
淵
駅
は
木
造
の
待
合

室
が
あ
り
、
防
風
林
や
景
観
に
も
マ
ッ
チ

し
て
お
り
、
ま
さ
に
、
秘
境
駅
と
し
て
鉄

道
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
剣
淵
駅
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
（
２
０
１
３
年
）
音
楽
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
（
ア
マ
ザ

ラ
シ
）
に
よ
る
「
性
善
説
」
と
い
う
曲
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
撮
影
地
に
起

用
さ
れ
て
お
り
、
冬
の
北
剣
淵
駅
で
撮
影

が
行
わ
れ
、
木
造
の
駅
が
外
国
の
駅
を
思

わ
せ
る
映
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宗
谷
本
線
は
年
々
利
用
者
が
減
少
し

て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
沿
線
の
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
自
家
用
車
の
普

及
拡
大
に
よ
り
昭
和
50
年
と
比
較
し
、

平
成
30
年
の
時
点
で
旭
川
〜
名
寄
間
の

利
用
者
が
約
４
分
の
１
、
名
寄
〜
稚
内
間

は
６
分
の
１
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
東
六
線
駅
に
つ
い
て
は
、

１
日
平
均
１
名
、
北
剣
淵
駅
に
つ
い
て
は
、

１
日
平
均
0.2
名
の
利
用
で
、
利
用
者
が

１
日
平
均
１
名
以
下
ま
で
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
の
宗
谷
本
線
の

収
入
は
約
10
億
４
千
万
円
に
対
し
、
維

持
管
理
費
用
と
し
て
約
63
億
６
千
万
円

が
か
か
っ
て
お
り
、
年
間
約
53
億
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
１
０
０
円
の
収
入
を
得
る
た

め
に
、
旭
川
〜
名
寄
間
で
５
２
７
円
、
名

寄
〜
稚
内
間
で
は
７
３
８
円
の
費
用
が

必
要
と
す
る
状
況
で
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
15
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
住
民
説
明
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
旭
川
支
社

か
ら
現
在
の
利
用
状
況
や
経
営
状
況
、
維

持
費
な
ど
を
含
め
た
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
無
人
駅
を
今
後
維
持
し
て
い
く

場
合
、
除
雪
費
な
ど
必
要
と
さ
れ
る
維
持

経
費
が
東
六
線
駅
で
年
間
約
70
万
円
、

北
剣
淵
駅
は
年
間
約
１
１
０
万
円
が
必

要
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
は
、
こ
の

費
用
を
自
治
体
で
負
担
が
可
能
な
場
合

は
、
駅
の
存
続
で
き
る
と
提
案
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
町
は
今
後
の
利
用
状
況
と
駅

の
維
持
に
係
る
町
の
負
担
を
総
合
的
に

判
断
し
た
な
か
で
、
住
民
説
明
会
で
説
明

し
廃
止
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
同
意

し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
東
六
線
駅
、

北
剣
淵
駅
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
３
月

を
も
っ
て
廃
止
と
な
る
運
び
で
あ
り
ま

す
。Ｊ

Ｒ
北
海
道
が
両
駅
の
廃
止
を
最
終

決
定
し
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

秘
境
駅
と
し
て
も
知
ら
れ
る

東
六
線
駅
と
北
剣
淵
駅

宗
谷
本
線
の
利
用
者
が
年
々
減
少
し

年
間
約
53
億
円
の
赤
字
と
な
る

S50 S55 S62 H5 H10 H15 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
旭川～名寄間 5,619 4,036 2,860 2,716 2,369 1,965 1,717 1,638 1,619 1,625 1,638 1,551 1,512 1,571 1,477 1,452 1,393
名寄～稚内間 1,878 1,384 751 781 727 653 527 506 501 477 483 421 405 403 362 352 335
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東
六
線
駅
・
北
剣
淵
駅
の廃

止
の
同
意


